
お
う
ぎ

王
城
神
社
の 

ま  

な 

ば
し

真
魚
箸
神
事

　
太
宰
府
市
通
古
賀
の
王
城
神
社
で

は
、毎
年
十
一
月
上
旬
に「
み
や
ざ

宮
座
お
籠

り
」が
行
わ
れ
ま
す
。そ
の
な
か
で
、

神
前
に
供
え
る
鯛
を
調
理
す
る
儀
式

が「
真
魚
箸
神
事
」で
す
。

　
王
城
神
社
で
は
、季
節
の
節
目
に

あ
わ
せ
て
、春
・
夏
の「
お
籠
り
」と
、

秋
の「
宮
座
お
籠
り
」が
営
ま
れ
て
き

ま
し
た
。秋
の
宮
座
は
、ご
こ
く
ほ
う
じ
ょ
う

五
穀
豊
穣
に

感
謝
し
、神
前
に
く
も
つ

供
物
を
捧
げ
る
行

ぞ
れ
真
魚
箸
と
包
丁
を
手
に
し
て
、

鯛
に
直
接
触
れ
る
こ
と
な
く
調
理
し

ま
す
。真
魚
箸
で
鯛
を
押
さ
え
、お
び
れ

尾
鰭

か
ら
え
ら鰓
に
か
け
て
包
丁
を
入
れ
た
の

ち
、神
前
に
供
え
ま
す
。鯛
は
そ
の
後

お
う
ぎ
館
に
戻
さ
れ
、吸
い
物
肴
と

し
て
食
さ
れ
ま
す
。

　
王
城
神
社
で
こ
の
儀
式
が
い
つ
、

ど
の
よ
う
に
始
ま
っ
た
の
か
は
明
ら

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。た
だ
し
、明
治

３
７
年(

１
９
０
４)

の
資
料
に
は
す

で
に「
ざ
う
お

座
魚
」の
儀
式
が
記
さ
れ
て
お

り
、少
な
く
と
も
明
治
時
代
に
は
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
同
じ
よ
う
に
、鯛
や
鯉
を
手
で
触

れ
ず
に
調
理
す
る
作
法
は「
ほ
う
ち
ょ
う
し
き

包
丁
式
」

と
呼
ば
れ
、平
安
時
代
に
は
宮
中
や

神
事
で
行
わ
れ
、の
ち
に
武
家
社
会

へ
も
広
ま
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。通
古

賀
区
で
は「
真
魚
箸
料
理
」と
い
う
名

称
で
親
し
ま
れ
、「
真
魚
箸
料
理
仕

様
」と
い
う
解
説
書
と
と
も
に
代
々

受
け
継
い
で
き
ま
し
た
。

　
太
宰
府
市
内
で
こ
の
神
事
が
伝
わ

る
の
は
王
城
神
社
だ
け
で
、福
岡
県

内
で
も
数
少
な
い
事
例
で
す
。地
域

の
人
々
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
き

た
真
魚
箸
神
事
は
、通
古
賀
の
暮
ら

し
と
信
仰
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
民

俗
行
事
と
し
て
、令
和
八
年
二
月
に

は「
王
城
神
社「
宮
座
お
籠
り
」神
事

お
よ
び「
真
魚
箸
料
理
」」と
し
て
、太

宰
府
市
民
遺
産
第
18
号
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

※

今
年
の
真
魚
箸
神
事
は
十
一
月
八
日
㈰
午

後
一
時
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　
文
化
財
課
　
き
む
ら

木
村
　
じ
ゅ
ん
や

純
也

事
で
す
。か
つ
て
秋
籠
り
と
宮
座
は

別
々
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、現

在
で
は
一
つ
の
行
事
と
し
て
執
り
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
真
魚
箸
神
事
で
は
、ま
ず
神
社
横

の
お
う
ぎ
館
か
ら
、運
搬
人
４
人
が

包
丁
と
真
魚
箸
、鯛
を
乗
せ
た
ま
な

板
を
拝
殿
に
運
び
ま
す
。続
い
て
、自

治
会
長
か
ら
任
命
さ
れ
た
二
人
の
料

理
人
が
神
前
で
向
か
い
合
い
、そ
れ
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真魚箸神事の様子（平成26年撮影）

神事で使用される包丁･真魚箸・まな板

太宰府市民遺産認定の様子（令和8年2月22日）
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定例会は年に4回

市議会ＨＰ 市議会ライブ配信

本会議は51人、委員会は12人まで傍聴できます。また、議会のライブ
配信も行っています。詳しくは議会事務局までご確認ください。議会を傍聴してみませんか

　
発
行
責
任
者

議
　
　
長
　
小
　
畠
　
真
由
美

　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　
タ
コ
ス
キ
ッ
ド

副
委
員
長
　
瀬
　
筒
　
義
　
久

委
　
　
員
　
木
　
村
　
彰
　
人

委
　
　
員
　
今
　
泉
　
義
　
文

委
　
　
員
　
原
　
　
　
紳
次
郎

委
　
　
員
　
岡
　
林
　
直
　
人

委
　
　
員
　
久
　
和
　
満
　
晴

12月定例会の日程（予定） 会議の開始時刻は午前10時からです
日 月 金木水火 土
11/29 30 43212/1 5

20 21 25242322 26

13 14 18171615 19

一般質問
（予備日）

本会議
一般質問
本会議

一般質問
本会議

市長提案
理由説明

本会議

委員長報告・質疑
討論・採決

本会議

総務文教
常任委員会

質疑・委員会
付託

本会議

環境厚生
常任委員会

建設経済
常任委員会

6 7 111098 12

令
和
８
年
定
例
会
は
３
月
、
６
月
、
９
月
の
３

回
が
終
了
し
ま
し
た
。

３
月
は
令
和
８
年
度
の
予
算
の
議
決
、
９
月
は

令
和
７
年
度
の
決
算
を
議
決
し
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、
令
和
７
年
度
の
決

算
に
お
け
る
予
算
に
対
す
る
事
業
及
び
効
果
の
確
認

を
行
い
、
適
切
に
執
行
さ
れ
た
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

問
題
、
課
題
は
何
か
を
考
え
、
議
論
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
次
の
令
和
９
年
度
の
予
算
に
向
け
、

適
正
な
予
算
配
分
と
目
的
・
期
待
効
果
を
十
分
に
話

し
あ
っ
て
い
く
よ
う
準
備
と
研
究
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
各
地
で
は
熊
本
の
震
災
、
関
東･

千
葉
の

豪
雨
災
害
に
よ
り
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
不
自
由

な
生
活
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
、
被
害
を
受
け
ら

れ
た
方
に
、
お
悔
み
、
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

９
月
定
例
会
で
は
災
害
対
策
へ
の
一
般
質
問
が

６
件
行
わ
れ
る
な
ど
、
自
治
体
に
防
災･

減
災
へ
の

対
応･

対
策
が
求
め
ら
れ
る
中
、
市
議
会
と
の
意
見

交
換
会
を
11
月
15
日
㈰
午
後
１
時
か
ら
、
い
き
い
き

情
報
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
と
共

に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（

原
　
紳
次
郎
）

令和８年度  太宰府市議会まちの未来をみんな
で語ろう

「市民と議会の意見交換会」を開催いたします！
私たちの住む太宰府のまちについて、あなたの声をお聞かせください。

議員一同、皆様のお越しをお待ちしています。

●場　所　いきいき情報センター 2階 研修室（五条三丁目１番１号）
●定　員　申し込み不要でどなたでもご参加いただけます。
●内　容　13：00 ～ 13：05 （  5分間）
　　　　　13：10 ～ 14：00 （50分間）
　　　　　14：10 ～ 15：00 （50分間）
　　　　　15：10 ～ 16：00 （50分間）

開会行事
常任委員会ごとに
分かれて意見交換｝

●時　間　13：00 ～ 16：00（開場12:30）

市民と議会の意見交換会
11月15日日令和

８年

託児サービスをご希望の方は、11月６日㈮までに議会事務局までお申し込みください。

総務文教
自治会・防災
学校教育・歴史文化 など

建設経済
交通・観光・公園
地域経済 など

環境厚生
介護・子育て・健康
社会保障 など



特
集

　決
算
特
別
委
員
会

特
集

　決
算
特
別
委
員
会

令和７年度

令和７年度決算のココに注目！

その１　ふるさと太宰府応援寄附（ふるさと納税）について

各会計の決算を認定しました
決算特別委員会において、一般会計、６特別会計、２企業会計の
決算審査を行い、９月18日の本会議において認定・可決されました。

議会が注目した一般会計決算の３項目について、執行部から内容説明を受け、
全議員で構成する決算特別員会で、集中的に審査を行いました。

　ふるさと納税は、応援したい自治体への寄附額のうち
2,000円を超える部分が、所得税と住民税から原則全額
控除される制度です。
　本市でも財源確保に向け、24のポータルサイトでの
受付や、本市および福岡県の特産品を返礼品として送る
取り組みを継続してきました。
　その結果、令和７年度は約11億3,000万円の寄附をい
ただきました。なお、返礼品やサイト委託料などの必要
経費として、約６億円を支出しています。

●ふるさと納税寄附額（円）

●ふるさと納税人気返礼品

20億

R5年度 R6年度 R7年度

15億

10億

5億

0

市に残る実質額は、約４億６千万円です。
ふるさと納税寄附の収支額はいくらか。

その２　中学校給食の調理配送業務委託について

　本事業は、令和６年度より市内４中学校の学校給食業務（調理・
配送等）を民間事業者 「日米クック」 に委託し、安全・安定的に給
食を供給するものです。
　令和７年１月に実施したアンケートでは、「満足・やや満足・普通」
の回答が生徒75％、保護者90％に上り、特に保護者から高く評価
されています。

小学校は6,150円／月、中学校は7,250円／月です。
保護者が負担する給食費（食材費負担分）はいくらか。

基金の充当に加え、国・県の補助金やPFI等による官民連携、有利な市債の活用を検討
していきます。

今後の公共施設の再編にこの基金を充当するのか。

旅費は約164万円（市長他１名分）です。令和７年６月23日～27日の日程で、ナマン
ガン市の視察と国際フラワーフェスティバルに招待され参加しました。

前市長のウズベキスタン訪問について、要した費用と訪問の詳細は。

今のところウズベキスタンへの渡航は非常に費用がかかるため、
交流を継続するのは難しいと考えています。

今後もナマンガン市との交流を継続するのか。

本来、入札は一般競争入札で実施すべきであると考え、近隣市の動向等を調査しつつ、
今後の運用のあり方を研究していきます。

一般競争入札の対象が本市は1.5億円超だが、近隣市は5,000万円超である。
この設定金額への認識は。

栄養士（市の職員）が行っています。
委託先の日米クック給食センターの点検状況は。

返礼品の約52％が本市にかかわる返礼品です。
太宰府市独自の返礼品の割合は。

ポータルサイトの拡充や新たな返礼品の開発、
さらには市内限定で決済・利用できる「旅先納税」
などの取り組みを進めていきます。

寄附額の減少に対する拡大策はあるか。

ふるさと納税の受入額が好調な他自治体と
比較して、本市独自の返礼品の魅力向上や
差別化が十分に図れていない点が課題であ
ると認識しています。

寄附額が減少傾向にある理由は。

福岡県産品 太宰府産品

●辛子明太子
●あまおう（苺）
●豚骨ラーメン
●もつ鍋

●梅ケ枝餅
●正月料理
●アウトドア用品
●ペット用品

日米クック給食センター

その３　公共施設整備基金について

こんな質疑もありました！

　公共施設整備基金は、公共施設等の計画的な整備促進を図ること
を目的としています。公共施設の老朽化に伴う今後の改修や更新、
長寿命化などに備えるためのものです。
　各施設の空調設備更新や照明器具のLED化改修工事などにも充当
しており、近年では猛暑の影響による空調設備の設置要望が増加傾
向にあります。 体育館の空調設備

37 36令和８年11月 第 189 号 第 189 号 令和８年11月



９
月
定
例
会
リ
ポ
ー
ト

９
月
定
例
会
リ
ポ
ー
ト
／
議
決
結
果
一
覧

衛生費 30万円 飼い主のいない猫不妊去勢手術費補助金：30万円

商工費 3,083万9千円

土木費 400万円 地域公共交通費代替交通運行補助金：400万円
まほろば号の交通空白への代替交通運行に向けた費用です。

教育費 858万6千円 文化財保存修理整備工事：858万6千円
県の東観世今光寺地区治山事業実施に付帯した保全工事です。

○第３回定例会（令和８年８月27日～９月18日）　会期23日間

○令和８年度水道事業会計補正予算（第１号）
◆会計予算第５条に定めた債務負担行為として、水城配水池更新工事の令和９年
度までの限度額に3,474万3千円を追加し、1億2,830万4千円になりました。

原案可決

○人事
◆人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適  任

定例会リポート定例会リポート9 月

人権擁護委員に鎌石洋子氏、木村千鶴氏、馬場礼子氏の3名を適任と答申しました。
《諮問第２号、第３号、第４号》

かま  いし  よう   こ き   むら   ち   づる ば     ば   れい   こ

○財産の取得
◆財産の取得（太宰府市緑地保護地区内）について 可  決

○条例

◆太宰府市特別職の職員の給与等に関する条例の特例に関する条例の制定について
市職員の不祥事に対する三役としての責任の明確化を図るため、市長の給料月額を
令和８年10月から12月まで10％減額し、副市長及び教育長の令和８年10月分の
給料月額を10％減額するものです。《議案第55号》

◆太宰府市印鑑条例の一部を改正する条例について
出入国管理及び難民認定法等の改正に伴い、印鑑登録原票を電磁的記録で登録する
ことを可能とするとともに、特定在留カードや特定特別永住者証明書などに対応す
るため改正するものです。《議案第48号》

原案可決

原案可決

○意見書
◆非核三原則の堅持を求める意見書
国会及び政府に対し、安全保障３文書の見直し等の議論において、非核三原則を未
来にわたり堅持し、「核兵器に依存しない平和」の実現に向け主導的役割を果たす
よう求めるものです。《意見書第２号》

原案可決

○令和８年度一般会計補正予算（第３号）（第４号）

総務費 3億8,068万円
公共施設等総合管理計画実施計画策定支援業務委託料：179万2千円
DX推進のための相談･助言をするCIO補佐業務委託料：400万円
令和の都太宰府ふるさと納税基金積立金：3億2,275万3千円

民生費 5億7,132万8千円
高齢者エアコン購入費補助金：600万円
人権センター等整備検討委員会
基本構想策定支援業務委託料：567万6千円
地域福祉基金積立金：3億5,000万円

費　目 主　な　事　業　と　予　算　額補正予算額

◆歳入・歳出それぞれ 9億9,673万3千円を追加し、
　総額は350億1,646万1千円になりました。

原案可決

大佐野緑地公有化事業として、大佐野地区の山林14筆、合計2万6,033㎡を5,116万4,720円で取
得するものです。水源涵養機能の保全や乱開発、不法投棄の防止などを目的に、計画的に緑地の
公有化を進めています。《議案第44号》

かん  よう

LPガス価格高騰対策補助金：2,713万2千円
太宰府館工事請負費：370万7千円
太宰府館前の開渠になっている水路部分を埋め戻し、本来の水路の形状に改修するものです。

かいきょ

※主な予算のみ掲載しています。

９月定例会 全会一致で可決した議案
議案番号等 案件名 議決結果
諮問第  ２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任
諮問第  ３号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任
諮問第  ４号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任
議案第４４号 財産の取得（太宰府市緑地保護地区内）について 可決
議案第４５号 太宰府市行政手続条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第４６号 太宰府市監査委員条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第４７号 太宰府市重度障がい者医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第４８号 太宰府市印鑑条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第４９号 太宰府市水道事業及び公共下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第５０号 令和８年度太宰府市一般会計補正予算（第３号）について 原案可決
議案第５１号 令和８年度太宰府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）について 原案可決
議案第５２号 令和８年度太宰府市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）について 原案可決
議案第５３号 令和８年度太宰府市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）について 原案可決
議案第５４号 令和８年度太宰府市水道事業会計補正予算（第１号）について 原案可決
認定第  ２号 令和７年度太宰府市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定
認定第  ３号 令和７年度太宰府市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定
認定第  ４号 令和７年度太宰府市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定
認定第  ５号 令和７年度太宰府市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定
認定第  ６号 令和７年度筑紫地区障害支援区分等審査会事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定
認定第  ７号 令和７年度筑紫地区介護認定審査会事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定
認定第  ８号 令和７年度太宰府市水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について 原案可決及び認定
認定第  ９号 令和７年度太宰府市下水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について 原案可決及び認定
報告第  ９号 令和７年度太宰府市健全化判断比率の報告について ―
報告第１０号 令和７年度太宰府市水道事業会計資金不足比率の報告について ―
報告第１１号 令和７年度太宰府市下水道事業会計資金不足比率の報告について ―
報告第１２号 太宰府市土地開発公社の経営状況報告について ―
報告第１３号 公益財団法人太宰府市国際交流協会の経営状況報告について ―
報告第１４号 公益財団法人太宰府市文化スポーツ振興財団の経営状況報告について ―
議案第５５号 太宰府市特別職の職員の給与等に関する条例の特例に関する条例の制定について 原案可決
議案第５６号 令和８年度太宰府市一般会計補正予算（第４号）について 原案可決
意見書第２号 非核三原則の堅持を求める意見書 原案可決

９月定例会 賛否の分かれた議案

議案番号等 案件名
議
決
結
果

公明党 宰光 新風 次世代
の鐘

すまいる
太宰府

太宰府
市民の声

ネクスト
太宰府

未来の
まち

無
所
属

堺
　
　
　
剛

小
畠
真
由
美

陶
山
　
良
尚

原
田
久
美
子

入
江
　
　
寿

門
田
　
直
樹

今
泉
　
義
文

笠
利
　
　
毅

川
口
　
親
丸

原
　
紳
次
郎

岡
林
　
直
人

長
谷
川
公
成

久
和
　
満
晴

馬
場
　
礼
子

瀬
筒
　
義
久

タ
コ
ス
キ
ッ
ド

木
村
　
彰
人

神
武
　
　
綾

認定第  1号 令和７年度太宰府市一般会計歳入歳出決
算認定について 認定 ○※○○○○○○○○○○○○○○○×

（個人ごとの表決結果を賛成○、反対×で表しています）

※小畠真由美議長は本会議における過半数議決では表決権を有しません。
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一
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個
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）

質問を行った議員名と質問項目および原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。 質問を行った議員名と質問項目および原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

６
月
議
会
で
全
会

一
致
で
採
択
さ
れ

た
請
願
書
は
、
第
二
次
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
お
け
る
西
鉄
都
府
楼
前

駅
周
辺
の
位
置
づ
け
を
明

確
に
し
、
西
鉄
五
条
駅
周

辺
と
の
役
割
分
担
を
踏
ま

え
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
求
め
る
も
の
。
ま

た
、
当
該
地
は
生
活
の
拠

点
・
太
宰
府
の
歴
史
の
玄

関
口
と
し
て
活
性
化
が
期

待
で
き
る
エ
リ
ア
で
あ
る
。

こ
の
請
願
へ
の
現
時
点
の

対
応
等
に
つ
い
て
2
点
伺

う
。

①
請
願
に
対
す
る
現
時
点

で
の
対
応
状
況
は
。

②
市
の
方
針
、
方
向
性
、

検
討
委
員
会
な
ど
の
具
体

的
な
検
討
の
予
定
は
。	

技
術
系
職
域
（
土

木
職
・
建
築
職
等
）

の
強
化
は
、
公
共
施
設
の

更
新
や
都
市
再
編
、
災
害

対
応
な
ど
、
今
後
の
行
政

運
営
を
支
え
る
重
要
な
課

題
で
あ
る
。
全
国
的
に
技

術
系
人
材
の
確
保
が
難
し

く
な
る
中
、
本
市
で
も
必

要
な
人
材
の
確
保
は
十
分

と
は
言
え
ず
、
将
来
的
な

技
術
力
の
低
下
が
懸
念
さ

れ
る
た
め
３
点
伺
う
。

①
土
木
職
の
技
術
力
向

上
・
技
術
継
承
の
現
状
認

識
は
。

②
都
市
計
画
課
13
人
の
う

ち
土
木
職
が
２
人
に
と
ど

ま
る
こ
と
に
よ
る
行
政
リ

ス
ク
と
、
技
術
職
配
置
の

検
討
は
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③
近
隣
自
治
体
と
の
技
術

職
の
相
互
交
流
に
よ
る
技

中
東
情
勢
の
悪
化

や
ホ
ル
ム
ズ
海
峡

の
閉
鎖
に
よ
り
、
物
価
高

騰
と
資
材
不
足
、
金
利
上

昇
に
よ
っ
て
経
営
が
圧
迫

さ
れ
、
倒
産
・
廃
業
が
広

が
っ
て
い
る
。
１
年
前
に

制
定
さ
れ
た
太
宰
府
市
小

規
模･

中
小
企
業
振
興
条

例
を
生
き
た
条
例
に
す
る

た
め
に
指
摘
し
た
内
容
に

つ
い
て
、
調
査
研
究
を
行

う
と
い
う
前
向
き
な
回
答

を
受
け
た
が
、
そ
の
後
の

進
捗
を
２
点
伺
う
。

①
中
小
企
業
振
興
推
進
計

画
の
策
定
、
条
例
推
進
に

関
わ
る
会
議
体
の
設
置
の

進
捗
に
つ
い
て

②
物
価
高
騰
、
経
営
支
援

に
関
す
る
事
業
推
進
に
つ

い
て

本
市
に
お
い
て
は

公
共
施
設
を
活
用

し
た
学
習
ス
ペ
ー
ス
が
限

ら
れ
て
お
り
、
特
に
南
小

学
校
区
内
に
お
い
て
は
学

習
ス
ペ
ー
ス
が
十
分
に
確

保
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
同
校

区
の
中
学
生
は
近
隣
自
治

体
の
施
設
や
い
き
い
き
情

報
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
利
用

し
て
お
り
、
学
習
ス
ペ
ー

ス
ま
で
の
移
動
の
負
担
が

生
じ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
南
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
多
目
的

ホ
ー
ル
の
空
き
時
間
帯
を
、

学
習
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
開

放
で
き
な
い
か
伺
う
。

現
状
、
多
目
的

ホ
ー
ル
を
静
か
な

学
習
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
常

時
提
供
す
る
こ
と
は
、
以

①
請
願
書
は
議
会

か
ら
市
長
に
送
付

さ
れ
、
請
願
内
容
に
関
わ

る
部
署
も
含
め
回
覧
を
行

い
、
回
覧
が
完
了
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

②
第
二
次
太
宰
府
市
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

改
定
作
業
に
お
い
て
、
立

地
適
正
化
計
画
と
の
整
合

性
も
含
め
た
検
討
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
改
定
業
務
に
係
る
委

託
契
約
を
締
結
し
、
市
民

ニ
ー
ズ
の
分
析
作
業
に
着

手
し
て
お
り
、
今
後
、
市

民
、
庁
内
策
定
委
員
会
、

法
定
の
都
市
計
画
審
議
会

な
ど
の
意
見
を
賜
り
、
議

論
し
な
が
ら
進
め
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

術
力
強
化
の
可
能
性
は
。

①
土
木
技
師
は
、

道
路
・
河
川
・
公

園
・
上
下
水
道
・
学
校
施

設
の
改
修
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
業
務
を
担
い
、
Ｏ
Ｊ

Ｔ
（
Ｏ
ｎ
－
ｔ
ｈ
ｅ
－
Ｊ

ｏ
ｂ
－
Ｔ
ｒ
ａ
ｉ
ｎ
ｉ
ｎ

ｇ
）
や
福
岡
県
等
の
研
修

会
で
知
識
・
技
能
の
習
得

を
図
っ
て
い
ま
す
。

②
都
市
計
画
課
、
建
設
課
、

上
下
水
道
施
設
課
、
管
財

課
、
文
化
財
課
な
ど
各
部

署
に
土
木
技
師
が
必
要
と

認
識
し
、
業
務
量
や
市
役

所
全
体
の
職
員
配
置
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
配
置

し
て
い
ま
す
。

③
近
隣
自
治
体
と
の
職
員

交
流
は
人
材
育
成
や
広
域

連
携
に
資
す
る
た
め
、
筑

紫
地
区
で
は
情
報
交
換
や

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
紙
で
条
例

制
定
及
び
内
容
を
周
知
し
、

他
自
治
体
の
中
小
企
業
振

興
推
進
計
画
の
事
例
収
集

な
ど
の
検
討
を
重
ね
る
一

方
で
、
推
進
計
画
の
策
定

及
び
会
議
体
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
調
査

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

②
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
価
格
高
騰
対

策
事
業
や
運
送
事
業
者
原

油
価
格
高
騰
対
策
事
業
を

実
施
し
た
ほ
か
、
が
ん
ば

る
中
小
企
業
応
援
補
助
金

の
交
付
、
事
業
資
金
支
援

融
資
制
度
、
融
資
を
受
け

る
際
に
信
用
保
証
協
会
に

支
払
う
保
証
料
の
全
額
補

助
の
継
続
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
保
証
制
度
の
認
定

に
つ
い
て
も
随
時
対
応
し

て
い
ま
す
。

下
の
諸
課
題
に
よ
り
困
難

な
状
況
で
す
。

・
定
期
利
用
団
体
の
利
用

時
間
は
学
習
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
の
確
保
が
で
き
な
い

こ
と
。

・
地
域
住
民
へ
無
料
開
放

し
て
い
る
時
間
帯
は
学
習

以
外
の
目
的
で
利
用
さ
れ

る
方
も
い
る
こ
と
。

・
会
議
室
等
で
の
楽
器
練

習
に
よ
る
音
の
影
響
が
あ

り
、
静
か
な
環
境
を
保
ち

に
く
い
こ
と
。

・
学
校
施
設
の
た
め
、
急

な
利
用
制
限
が
発
生
す
る

場
合
が
あ
る
こ
と
。

　

今
後
は
、
予
約
の
な
い

時
間
帯
の
有
効
活
用
を
含

め
、
学
校
や
自
治
会
と
も

十
分
協
議
の
上
で
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

西
鉄
都
府
楼
前
駅
周
辺
請
願
書

の
今
後
の
展
望
は

技
術
系
職
員
の
人
材
育
成
と

組
織
体
制
の
充
実
を

小
規
模･

中
小
企
業
、

個
人
事
業
主
に
支
援
を

南
小
学
校
区
の
中
学
生
に
学
習

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
求
め
る

原は
ら  

紳し
ん

次じ

郎ろ
う  

議
員

木き

村む
ら  

彰あ
き

人と  

議
員

神こ
う
た
け武　
綾あ

や  

議
員

長は

谷せ

川が
わ 

公こ
う
せ
い成  

議
員

共
同
研
修
な
ど
を
行
い
、

今
後
も
様
々
な
手
法
を
検

討
し
ま
す
。

録画映像はこちら 録画映像はこちら

録画映像はこちら 録画映像はこちら

全質問項目 全質問項目

全質問項目 全質問項目

◇請願書への対応について
◇多目的広場の管理運営状況につい

て
◇ため池マップと災害対策について

◇技術系職域の充実と組織体制の見
直しについて

◇指定管理者制度における監督力の
強化について

◇小規模・中小企業、個人事業主の
支援について

◇子どもの意見表明権について

◇太宰府南コミュニティセンターを
活用した学習スペースの確保につ
いて

◇市民一斉避難訓練等の実施につい
て

西鉄都府楼前駅
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（
個
人
質
問
）

質問を行った議員名と質問項目および原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。 質問を行った議員名と質問項目および原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

警固断層帯

避難所

歴
史
の
散
歩
道
環

境
整
備
事
業
は
平

成
22
年
か
ら
令
和
４
年
ま

で
の
計
画
と
さ
れ
て
お
り
、

令
和
に
な
り
、
坂
本
八
幡

宮
付
近
は
道
路
等
が
整
備

さ
れ
た
が
、
太
宰
府
天
満

宮
に
至
る
歴
史
の
散
歩
道

は
、
い
ま
だ
に
整
備
が
進

ん
で
い
な
い
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
る
。

　

今
後
の
歴
史
の
散
歩
道

環
境
整
備
事
業
に
つ
い
て
、

国
の
交
付
金
の
活
用
も
含

め
、
整
備
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
る
の
か
見
解
を
伺
う
。

平
成
22
年
に
認
定

を
受
け
た
歴
史
的

風
致
維
持
向
上
計
画
に
お

い
て
、
歴
史
の
散
歩
道
環

境
整
備
事
業
と
位
置
づ
け
、

交
付
金
を
活
用
し
た
再
整

最
新
の
地
震
被
害

想
定
で
は
、
大
地

震
が
発
生
し
た
場
合
、
太

宰
府
市
に
お
い
て
最
大
深

度
７
、
死
者
数
は
最
大
で

約
３
０
０
人
と
い
う
厳
し

い
数
字
が
示
さ
れ
た
。
そ

こ
で
、
大
地
震
発
生
時
の

防
災
体
制
に
つ
い
て
４
点

伺
う
。

①
最
新
の
地
震
被
害
想
定

と
発
災
時
の
初
動
対
応
に

つ
い
て

②
避
難
所
の
受
入
れ
体
制
、

備
蓄
品
及
び
避
難
生
活
環

境
に
つ
い
て

③
観
光
客
・
帰
宅
困
難
者

へ
の
対
応
と
広
域
的
な
支

援
体
制
に
つ
い
て

④
防
災
無
線
を
含
む
災
害

情
報
伝
達
体
制
の
実
効
性

に
つ
い
て

地
震
、
台
風
、
豪

雨
な
ど
、
私
た
ち

を
取
り
巻
く
自
然
環
境
は

年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い

る
。
災
害
は
い
つ
、
ど
こ

で
、
誰
が
被
災
す
る
か
分

か
ら
な
い
中
、
早
期
避
難

の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
、
少

し
で
も
ス
ト
レ
ス
な
く
快

適
に
過
ご
せ
る
避
難
所
の

環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
5

点
伺
う
。

①
食
料
や
簡
易
寝
具
を
持

た
ず
と
も
自
主
避
難
で
き

る
環
境
整
備
の
考
え
は
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
警
固
断
層
帯
に
よ
る
地

震
発
生
時
の
被
害
想
定
は
。

③
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
の
状

況
と
課
題
は
。

④
観
光
客
の
避
難
で
想
定

さ
れ
る
課
題
と
対
応
策
は
。

⑤
災
害
関
連
死
を
防
ぐ
、

ま
た
は
減
ら
す
た
め
の
具

若
年
層
の
ヘ
ル
ス

ケ
ア
と
プ
レ
コ
ン

セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
に
つ
い

て
伺
う
。

①
若
者
の
月
経
困
難
症
や

検
診
受
診
率
向
上
等
、
健

康
課
題
の
認
識
に
つ
い
て

②
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
出

前
講
座
を
活
用
し
た
プ
レ

コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の

周
知
、
相
談
体
制
の
必
要

性
に
つ
い
て

①
若
年
層
の
健
康

診
査
の
受
診
に
つ

い
て
は
、
市
で
実
施
し
て

い
る
一
般
健
診
以
外
で
受

診
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
全
体
の
受
診

状
況
を
把
握
す
る
こ
と
は

難
し
い
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
月
経
困
難
症
に

つ
い
て
も
確
認
で
き
る
範

囲
に
お
い
て
市
へ
の
相
談

備
を
予
定
し
て
い
ま
し
た

が
、
事
業
の
財
源
と
し
て

見
込
ん
で
い
た
交
付
金
の

交
付
率
の
低
下
等
に
よ
り
、

事
業
実
施
ま
で
は
至
っ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

現
在
、
歴
史
的
風
致
維

持
向
上
計
画
に
つ
い
て
は
、

令
和
５
年
度
か
ら
第
２
期

に
入
り
、
歴
史
の
散
歩
道

環
境
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
、
改
め
て
交
付
金
の
活

用
の
ほ
か
新
た
な
財
源
確

保
に
つ
い
て
国
及
び
県
か

ら
情
報
収
集
を
行
う
な
ど
、

事
業
実
施
に
向
け
て
鋭
意

検
討
を
重
ね
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。 ①

震
度
7
の
大
規

模
地
震
が
発
生
し

た
場
合
、
全
職
員
が
自
主

参
集
す
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
市
長
を
ト
ッ
プ
に

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、

全
９
班
体
制
で
一
斉
に
災

害
対
応
に
従
事
し
ま
す
。

②
指
定
避
難
所
を
は
じ
め
、

指
定
緊
急
避
難
場
所
な
ど

全
て
の
避
難
所
を
開
設
し
、

６
０
０
０
人
程
度
の
避
難

者
を
受
け
入
れ
ま
す
。
ま

た
、
物
資
に
つ
い
て
は
全

７
施
設
に
分
散
備
蓄
し
て

い
ま
す
。

③
「
太
宰
府
市
観
光
危
機

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策

定
し
て
お
り
、
迅
速
に
対

応
で
き
る
体
制
の
構
築
・

整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

④
複
数
の
情
報
伝
達
手
段

を
確
保
し
、
停
電
時
で
も

体
的
対
策
は
。

①
自
主
避
難
所
は

避
難
情
報
発
令
前

に
開
設
し
、
食
料
や
寝
具

等
は
原
則
各
自
で
準
備
い

た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
し

て
お
り
、
今
後
、
対
応
を

調
査
研
究
・
検
討
し
ま
す
。

②
県
の
最
新
の
発
表
で
は
、

本
市
で
建
物
全
壊
・
全
焼

約
４
５
０
０
棟
、
死
者
約

３
０
０
人
、
避
難
者
約
2

万
１
０
０
０
人
が
想
定
さ

れ
ま
す
。

③
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
は
松

川
運
動
公
園
体
育
館
で
受

入
れ
ま
す
。
大
き
さ
や
種

類
、
感
染
症
、
衛
生
管
理
、

ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
等
が
課

題
で
す
。

④
一
時
退
避
場
所
、
避
難

誘
導
、
多
言
語
情
報
、
帰

宅
困
難
者
対
応
等
を
進
め

は
な
く
、
実
態
が
把
握
で

き
て
い
な
い
状
況
で
す
。

②
こ
ど
も
家
庭
庁
が
実
施

し
た
調
査
で
は
、
若
い
世

代
に
お
け
る
プ
レ
コ
ン
セ

プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の
概
念
の

認
知
度
は
約
15
％
と
低
く
、

若
い
世
代
が
プ
レ
コ
ン
セ

プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の
概
念
及

び
相
談
窓
口
を
知
る
こ
と

は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
市
の

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
活
用
し
周
知
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

歴
史
の
散
歩
道
の
今
後
は

想
定
外
と
は
言
わ
せ
な
い

災
害
時
の
避
難
体
制
を

ど
う
整
え
る
の
か

市
は
、
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン

ケ
ア
を
ど
う
考
え
る
か

原は
ら

田だ 

久く

み

こ

美
子  

議
員

瀬せ

筒づ
つ  

義よ
し
ひ
さ久  

議
員

タ
コ
ス
キ
ッ
ド  
議
員

馬ば

ば場  

礼れ
い

子こ  

議
員

情
報
発
信
が
で
き
る
体
制

を
整
え
て
い
ま
す
。

ま
す
。

⑤
避
難
所
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
、
空
調
、
衛
生
対

策
、
健
康
管
理
、
精
神
的

ケ
ア
等
を
想
定
し
て
い
ま

す
。

録画映像はこちら 録画映像はこちら

録画映像はこちら 録画映像はこちら

全質問項目 全質問項目

全質問項目 全質問項目

◇歴史の散歩道について
◇国道３号バイパス歩道の植込みに

ついて

◇大規模地震発生時の防災体制について
◇市職員が安心して能力を発揮でき

る人事行政について
◇包括連携協定の実効性と成果検証

及び今後の展開について

◇災害時の対応について
◇松川体育館の雨漏りお

よび設備について

◇若年層を取り巻く健康課題の現状
と「プレコンセプションケア」に
ついて

歴史の散歩道

プレコンセプションケアとは、性
別を問わず、適切な時期に、性や
健康に関する正しい知識を持ち、
妊娠・出産を含めたライフデザイ
ンや将来の健康を考えて健康管理
を行う取り組みのことです。
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問
（
個
人
質
問
）

ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問
（
個
人
質
問
）

質問を行った議員名と質問項目および原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。 質問を行った議員名と質問項目および原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

避難訓練の様子

長
期
的
な
ま
ち
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有

す
る
こ
と
が
総
合
計
画
の

策
定
の
目
的
で
あ
り
、
市

長
の
掲
げ
る
「
新
た
な
一

歩 

未
来
に
つ
な
ぐ
太
宰

府
」
を
実
現
す
る
た
め
に

は
不
可
欠
で
あ
る
。
総
合

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
は
、

前
市
長
と
対
照
す
る
と
大

き
な
変
化
で
は
あ
る
が
、

従
前
の
総
合
計
画
が
陥
り

が
ち
な
危
う
さ
に
市
長
は

気
づ
い
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
総
合
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
3
点
伺
う
。

①
行
政
プ
ロ
セ
ス
の
中
で

の
位
置
づ
け
は
。

②
い
つ
ま
で
に
策
定
す
る

の
か
。

③
ど
の
よ
う
な
方
法
で
策

定
す
る
の
か
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は

見
通
し
の
悪
い

カ
ー
ブ
や
交
差
点
に
設
置

さ
れ
、
自
動
車
や
自
転
車
、

歩
行
者
の
接
近
を
確
認
す

る
た
め
の
安
全
対
策
用
品

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
市

に
お
け
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
管
理
に
つ
い
て
２
点
伺

う
。

①
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置

基
準
、
耐
用
年
数
お
よ
び

設
置
後
の
経
過
年
数
の
状

況
に
つ
い
て

②
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
維
持

管
理
状
況
に
つ
い
て

①
本
市
独
自
の
設

置
基
準
に
基
づ
き
、

交
差
点
や
カ
ー
ブ
等
で
建

物
や
壁
等
の
影
響
に
よ
り

見
通
し
が
悪
く
、
死
角
が

大
き
い
箇
所
に
、
地
域
の

状
況
や
視
認
性
を
考
慮
し

私
た
ち
が
住
む
太

宰
府
市
に
は
、
危

険
度
Ｓ
に
ラ
ン
ク
付
け
さ

れ
て
い
る
警
固
断
層
帯
が

走
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

地
震
発
生
時
の
本
市
の
対

応
に
つ
い
て
3
点
伺
う
。

①
震
度
７
ク
ラ
ス
の
地
震

が
起
き
た
と
想
定
し
た
場

合
の
避
難
所
運
営
や
避
難

者
支
援
、
道
路
な
ど
の
公

共
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
に
つ

い
て
、
市
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
準
備
を
し
て
い
る

か
。

②
準
備
が
整
っ
て
い
る
場

合
、
ど
の
程
度
の
対
策
や

計
画
が
で
き
て
い
る
か
。

③
警
固
断
層
帯
の
割
れ
残

り
箇
所
の
地
震
に
つ
い
て
、

住
民
へ
の
説
明
や
避
難
訓

練
等
の
具
体
的
な
計
画
は

あ
る
か
。 太

宰
府
と
い
う
名

称
は
全
国
的
に
も

名
前
が
通
っ
て
お
り
、
太

宰
府
と
い
う
名
を
聞
け
ば

誰
も
が
本
市
の
こ
と
を
思

い
浮
か
べ
る
ほ
ど
、
そ
の

名
称
に
は
強
力
な
ブ
ラ
ン

ド
力
が
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
本
市
は
そ
の
ブ
ラ

ン
ド
力
を
十
分
に
生
か
し

切
る
こ
と
が
で
き
て
い
な

い
よ
う
に
感
じ
る
。

　

そ
こ
で
、
太
宰
府
の
ブ

ラ
ン
ド
力
を
生
か
し
、
本

市
の
歳
入
を
増
や
す
た
め

の
施
策
に
つ
い
て
３
点
伺

う
。

①
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
応

援
大
使
「
お
と
も
の
タ

ビ
ッ
ト
」
の
活
用
に
つ
い

て②
公
共
施
設
等
へ
の
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
事
業
に
つ

①
本
市
の
未
来
像

と
方
向
性
を
示
す

重
要
な
指
針
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

②
一
般
的
に
は
2
年
か
ら

3
年
程
度
の
期
間
を
か
け

て
策
定
す
る
例
が
多
く
、

丁
寧
な
議
論
を
重
ね
る
必

要
が
あ
り
、
検
討
が
不
十

分
に
な
ら
な
い
よ
う
総
合

計
画
審
議
会
で
議
論
し
、

決
定
す
る
予
定
で
す
。

③
市
民
参
画
、
総
合
計
画

審
議
会
、
庁
内
の
策
定
委

員
会
を
連
動
・
連
携
し
て

進
め
ま
す
。
策
定
委
員
会

が
素
案
を
と
り
ま
と
め
、

市
民
の
意
見
や
審
議
会
の

議
論
を
踏
ま
え
て
修
正
・

精
査
し
、
総
合
計
画
を
作

り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

て
設
置
し
て
い
ま
す
。
耐

用
年
数
は
材
質
等
に
よ
り

概
ね
10
年
で
す
。
な
お
、

設
置
後
の
経
過
年
数
に
つ

い
て
は
、
設
置
数
が
膨
大

な
た
め
把
握
し
て
い
ま
せ

ん
。

②
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

市
民
等
の
皆
様
か
ら
の
通

報
を
受
け
次
第
速
や
か
に

現
場
を
確
認
し
、
ミ
ラ
ー

の
角
度
の
調
整
を
行
う
ほ

か
、
専
門
業
者
に
依
頼
し

て
交
換
等
の
措
置
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、

市
民
の
安
全
を
守
る
た
め
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
維
持
管

理
に
つ
き
ま
し
て
、
迅
速

か
つ
適
正
な
対
応
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

①
大
規
模
地
震
が

発
生
し
た
場
合
、

指
定
避
難
所
や
指
定
緊
急

避
難
場
所
な
ど
全
て
の
避

難
所
を
開
設
す
る
と
と
も

に
、
各
種
災
害
協
定
な
ど

に
よ
る
様
々
な
支
援
を
活

用
し
、
一
人
で
も
多
く
の

避
難
者
を
受
け
入
れ
ま
す
。

ま
た
、
避
難
生
活
支
援
に

つ
い
て
は
、
食
事
や
物
資

の
提
供
、
体
調
や
衛
生
管

理
な
ど
避
難
者
の
皆
様
に

寄
り
添
っ
て
対
応
し
ま
す
。

②
道
路
な
ど
の
公
共
イ
ン

フ
ラ
の
復
旧
な
ど
に
つ
い

て
は
、
民
間
業
者
と
災
害

協
定
を
締
結
し
て
お
り
、

有
事
の
際
は
協
定
に
基
づ

き
、
応
急
対
応
・
復
旧
を

行
い
ま
す
。

③
今
後
の
避
難
訓
練
に
つ

い
て
は
、
地
区
単
位
で
の

い
て

③
本
市
特
産
品
の
活
用
に

つ
い
て

①
「
ゆ
る
バ
ー
ス

２
０
２
５
」
で
全

国
２
９
９
キ
ャ
ラ
の
中
で

77
位
を
獲
得
し
、
県
内
か

ら
全
国
区
ま
で
本
市
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
ま
す
。
ノ
ベ
ル

テ
ィ
ー
グ
ッ
ズ
の
販
売
方

法
、
価
格
設
定
等
々
に
つ

い
て
は
調
査
研
究
い
た
し

ま
す
。

②
令
和
７
年
８
月
の
募
集

開
始
か
ら
、
実
際
の
契
約

に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
や

包
括
連
携
締
結
先
等
へ
募

集
案
内
を
送
付
し
、
検
討

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

③
「
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ

『
梅
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
、
史
跡
地
で
実
っ

総
合
計
画
の
策
定
の
展
望
は

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
適
正
な

管
理
で
地
域
の
安
全
を
守
れ

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

歳
入
を
増
や
す
た
め
の
施
策
を

笠か
さ

利り　
毅つ

よ
し  

議
員

久く

わ和  

満み
つ
は
る晴  

議
員

入い
り

江え　
寿ひ

さ
し  

議
員

岡お
か

林ば
や
し  

直な
お

人と  

議
員

分
散
訓
練
に
よ
る
実
施
な

ど
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ

て
い
ま
す
。

た
梅
を
原
料
と
し
た
製
品

開
発
を
推
進
し
、
令
和
３

年
以
降
、
41
品
目
の
製
品

ま
で
拡
大
す
る
な
ど
、
特

産
品
と
し
て
の
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
が
期
待
で
き
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

録画映像はこちら 録画映像はこちら

録画映像はこちら 録画映像はこちら

全質問項目 全質問項目

全質問項目 全質問項目

◇総合計画の策定について
◇太宰府市自治基本条例について
◇のるーと太宰府の実証運行につい

て

◇市が設置しているカーブミラーの
管理について

◇元気づくりポイント事業の
　リニューアルについて

◇地震や台風等自然災害発生時の市
の対応について

◇災害発生時に自助が難しい幼児や
児童をどう守るかについて

◇歳入を増やすための施策について

おとものタビット

太宰府市役所
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常
任
委
員
会
所
管
調
査
報
告

日にち ： ７月10日㈮　
調査先 ： 太宰府南小学校、太宰府南コミュニティセンター、大宰府展示館、太宰府市歴史スポーツ公園
太宰府南小学校は、授業の効率化及び教職員の働き方改革が進み、残業時間が少なくなってきている
とのことでした。また、PTA加入率100％を維持し、地域・保護者・教職員の努力をうかがうことがで
きました。
太宰府南コミュニティセンターは太宰府南小学校と併設しており、地
域参画として良い取組がなされていました。学習ルームの設置、駐車場
確保が課題であると感じました。
大宰府展示館は、看板が目立ちづらいなどの課題があり、アイデア次
第でより一層の来客が見込める要素をもつ施設であると感じました。
太宰府市歴史スポーツ公園は平成元年開園と古く、全体的に計画的な
メンテナンスが必要であると感じました。また、公園なのか競技場なの
か曖昧なままで、今後協議する必要があります。

総務文教常任委員会

所管調査報告

日にち ： ７月17日㈮　
調査先 ： 太宰府市上下水道センター、松川浄水場、
　　　　独立行政法人水資源機構　筑後川下流総合管理所　福岡導水管理所
【太宰府市上下水道センター、松川浄水場】
太宰府市では、自己水源（松川ダム・北谷ダム・大佐野ダム）と企業団からの受水（福岡地区水道企業団・
山神水道企業団）を組み合わせて、安定した給水が行われています。原水が安全な水道水になるまでの
流れを松川浄水場で見学しました。施設の老朽化や経営の健全化など今
後の課題にも取り組んでいく必要があります。

【独立行政法人水資源機構　筑後川下流総合管理所　福岡導水管理所】
福岡都市圏の人口増加に伴う水道用水の需要増加に対処するものとし
て、筑後川水系水資源開発基本計画（昭和49年７月閣議決定）に基づき、
昭和58年に25kmの導水路が完成して、福岡都市圏の10市６町及び佐賀
県基山町への水道水を供給しています。
こちらの施設も今後老朽化対策・地震対策が必要になります。

建設経済常任委員会

歴史スポーツ公園の調査の様子

日にち ： ７月15日㈬　
調査先 ： 二日市カトリック幼稚園、太宰府市シルバー人材センター、
　　　　太宰府東第二学童保育所、太宰府市環境美化センター
二日市カトリック幼稚園では、児童発達支援事業所に通う子どもが25～30％いる実情や、「こども誰

でも通園制度」への対応、制度対象外となる３歳以上の子どもへの独自対応、それに伴う職員負担を確
認しました。
シルバー人材センターは、会員数が増える中、発注や職種の拡大、福
祉分野との連携による活躍の場づくりが課題です。
学童保育所では、ICTによる出欠・保護者連絡の効率化や熱中症指数
計の活用など、安全管理の工夫を確認しました。
環境美化センターでは、手作業による分別負担に加え、埋立地の残余
容量が約30％という課題も把握しました。
現場で得た具体的な課題を、今後の審査や施策提言に反映していきま
す。

環境厚生常任委員会

環境美化センターの調査の様子

福岡導水管理所の調査の様子

ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問
（
個
人
質
問
）

ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問
（
個
人
質
問
）

質問を行った議員名と質問項目および原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。 質問を行った議員名と質問項目および原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

人
口
を
維
持
す
る

た
め
の
長
期
的
な

視
点
に
立
っ
た
対
策
に
つ

い
て
３
点
伺
う
。

①
人
口
、
出
生
・
死
亡
、

転
入
・
転
出
の
推
移
を
ど

の
よ
う
に
分
析
し
、 

特
に

ど
の
年
代
の
転
出
入
を
課

題
と
し
て
認
識
し
て
い
る

か
。

②
人
口
規
模
を
維
持
す
る

た
め
に
、
若
者
や
子
育
て

世
代
の
定
住
促
進
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
施
策
を
重

点
的
に
進
め
よ
う
と
考
え

て
い
る
か
。

③
人
口
維
持
・
定
住
促
進

の
観
点
か
ら
、
住
宅
政
策
、

宅
地
確
保
、
交
通
利
便
性
、

子
育
て
支
援
、
雇
用
、
企

業
誘
致
な
ど
を
一
体
的
に

進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
市
の
見
解
は
。

熊
本
地
震
で
得
た

教
訓
を
本
市
の
災

害
対
応
に
生
か
す
た
め
、

３
点
伺
う
。

①
熊
本
地
震
の
教
訓
を
本

市
の
各
種
防
災
計
画
や
災

害
対
応
に
反
映
さ
せ
る
考

え
に
つ
い
て

②
避
難
所
の
生
活
環
境
と

支
援
体
制
に
つ
い
て

③
大
規
模
災
害
時
に
お
け

る
物
資
、
人
員
等
の
体
制

及
び
復
旧
、
生
活
再
建
に

つ
い
て

①
本
市
の
各
種
防

災
計
画
や
災
害
対

応
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
考

え
て
い
ま
す
。

②
避
難
所
の
生
活
環
境
に

つ
い
て
は
、
ワ
ン
タ
ッ
チ

テ
ン
ト
の
備
蓄
を
順
次
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
指

定
避
難
所
で
も
あ
る
小
中

	

①
少
子
高
齢
化

に
よ
り
自
然
減
の

傾
向
が
強
ま
る
中
、
20
代

か
ら
30
代
の
い
わ
ゆ
る
子

育
て
世
代
や
若
年
層
の
動

向
が
、
将
来
的
な
出
生
や

定
住
の
点
か
ら
本
市
の
中

長
期
的
な
人
口
構
造
に
影

響
す
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

②
民
間
投
資
の
促
進
に
よ

る
住
宅
の
拡
充
や
就
業
機

会
の
創
出
、
子
育
て
・
教

育
環
境
の
充
実
と
い
っ
た

施
策
を
重
点
的
に
進
め
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

③
人
口
維
持
・
定
住
促
進

に
は
住
宅
・
宅
地
、
交
通
、

子
育
て
支
援
、
雇
用
・
産

業
政
策
な
ど
を
総
合
的
に

連
携
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

学
校
の
体
育
館
に
は
、
冷

暖
房
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
な
ど
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
た
、
避
難
生
活
の
支

援
に
つ
い
て
は
、
食
事
や

物
資
の
提
供
は
も
と
よ
り
、

体
調
や
衛
生
管
理
な
ど
多

種
多
様
な
支
援
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
避
難
者
の
皆

様
に
寄
り
添
っ
た
対
応
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

③
物
資
の
備
蓄
な
ど
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
全
７
施

設
に
分
散
し
て
備
蓄
し
て

い
ま
す
。

　

市
職
員
の
参
集
に
つ
い

て
は
、
震
度
７
の
大
規
模

地
震
が
発
生
し
た
場
合
、

全
職
員
が
市
役
所
に
自
主

的
に
参
集
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。
復
旧
、

生
活
再
建
に
つ
い
て
は
、

人
口
維
持
の
た
め
に

長
期
的
な
視
点
を
持
て

令
和
８
年
熊
本
地
震
後
の

本
市
の
災
害
対
応
は

今い
ま

泉い
ず
み  

義よ
し
ふ
み文  

議
員

川か
わ
ぐ
ち口  

親ち
か
ま
る丸  

議
員

ま
す
。

他
市
か
ら
の
応
援
職
員
な

ど
の
力
も
借
り
な
が
ら
、

全
力
で
復
旧
復
興
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

録画映像はこちら

録画映像はこちら

全質問項目

全質問項目

◇人口７万人を維持するための未来
戦略について

◇生活道路の老朽化対策と維持補修
の拡充について

◇令和８年熊本地震を踏まえた本市
の災害対応について

◇若者の経済的負担軽減と定住支援
について

出典：広報だざいふ 2025.10（令和 7年）

75,000

73,000

71,000

69,000

67,000

65,000

63,000

61,000

59,000

57,000

55,000
2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060 2065 （年）

（人）

72,590 72,937 72,658 72,105
71,468 70,807

69,922
68,734

67,206

72,592 72,643 72,150
71,379

70,510
69,619

社人研推計準拠

将来展望
人口の将来展望

68,509
67,035

65,173
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意
見
交
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後
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記
◇
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定例会は年に4回

市議会ＨＰ 市議会ライブ配信

本会議は51人、委員会は12人まで傍聴できます。また、議会のライブ
配信も行っています。詳しくは議会事務局までご確認ください。議会を傍聴してみませんか

　
発
行
責
任
者

議
　
　
長
　
小
　
畠
　
真
由
美

　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　
タ
コ
ス
キ
ッ
ド

副
委
員
長
　
瀬
　
筒
　
義
　
久

委
　
　
員
　
木
　
村
　
彰
　
人

委
　
　
員
　
今
　
泉
　
義
　
文

委
　
　
員
　
原
　
　
　
紳
次
郎

委
　
　
員
　
岡
　
林
　
直
　
人

委
　
　
員
　
久
　
和
　
満
　
晴

12月定例会の日程（予定） 会議の開始時刻は午前10時からです
日 月 金木水火 土
11/29 30 43212/1 5

20 21 25242322 26

13 14 18171615 19

一般質問
（予備日）

本会議
一般質問
本会議

一般質問
本会議

市長提案
理由説明

本会議

委員長報告・質疑
討論・採決

本会議

総務文教
常任委員会

質疑・委員会
付託

本会議

環境厚生
常任委員会

建設経済
常任委員会

6 7 111098 12

令
和
８
年
定
例
会
は
３
月
、
６
月
、
９
月
の
３

回
が
終
了
し
ま
し
た
。

３
月
は
令
和
８
年
度
の
予
算
の
議
決
、
９
月
は

令
和
７
年
度
の
決
算
を
議
決
し
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、
令
和
７
年
度
の
決

算
に
お
け
る
予
算
に
対
す
る
事
業
及
び
効
果
の
確
認

を
行
い
、
適
切
に
執
行
さ
れ
た
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

問
題
、
課
題
は
何
か
を
考
え
、
議
論
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
次
の
令
和
９
年
度
の
予
算
に
向
け
、

適
正
な
予
算
配
分
と
目
的
・
期
待
効
果
を
十
分
に
話

し
あ
っ
て
い
く
よ
う
準
備
と
研
究
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
各
地
で
は
熊
本
の
震
災
、
関
東･

千
葉
の

豪
雨
災
害
に
よ
り
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
不
自
由

な
生
活
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
、
被
害
を
受
け
ら

れ
た
方
に
、
お
悔
み
、
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

９
月
定
例
会
で
は
災
害
対
策
へ
の
一
般
質
問
が

６
件
行
わ
れ
る
な
ど
、
自
治
体
に
防
災･

減
災
へ
の

対
応･

対
策
が
求
め
ら
れ
る
中
、
市
議
会
と
の
意
見

交
換
会
を
11
月
15
日
㈰
午
後
１
時
か
ら
、
い
き
い
き

情
報
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
と
共

に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（

原
　
紳
次
郎
）

令和８年度  太宰府市議会まちの未来をみんな
で語ろう

「市民と議会の意見交換会」を開催いたします！
私たちの住む太宰府のまちについて、あなたの声をお聞かせください。

議員一同、皆様のお越しをお待ちしています。

●場　所　いきいき情報センター 2階 研修室（五条三丁目１番１号）
●定　員　申し込み不要でどなたでもご参加いただけます。
●内　容　13：00 ～ 13：05 （  5分間）
　　　　　13：10 ～ 14：00 （50分間）
　　　　　14：10 ～ 15：00 （50分間）
　　　　　15：10 ～ 16：00 （50分間）

開会行事
常任委員会ごとに
分かれて意見交換｝

●時　間　13：00 ～ 16：00（開場12:30）

市民と議会の意見交換会
11月15日日令和

８年

託児サービスをご希望の方は、11月６日㈮までに議会事務局までお申し込みください。

総務文教
自治会・防災
学校教育・歴史文化 など

建設経済
交通・観光・公園
地域経済 など

環境厚生
介護・子育て・健康
社会保障 など

48第 189 号 令和８年11月




